
























































The attitude survey for international workers at long term care industry in Japan
̶The subjects to Chinese and Taiwanese with experience of studying aboard̶




































































は 9億 9,070万人である。一方 65歳以上の高齢者人口










































































































対象者 A B C D E
年齢 26 27 25 28 27
性別 女 男 男 女 女












最高学歴 大学・台湾 大学・中国 大学・台湾 大学院・日本 大学・日本
専門 日本語 日本語 日本語 同上 同上








































































「2013年 10点差で N1に落ちました。大学時代に 1ヶ月
の日本介護奉仕活動に参加したのがきっかけです。そこ
で、日本の介護施設の素晴らしさも学んだのですが、日
本国民の質の高さ、美しい自然環境、食品衛生の安全性、
交通網の発達は特に印象に残っています。中国の大学を
卒業したら必ずもう一度日本に行くと心に決めていまし
た。
　日本のサービス業にとても関心をもっていたので、大
学卒業後、日本の専門学校に編入し、サービス業につい
て勉強しました。それは、今でも介護において役に立っ
ています。
　日本での生活はとても大変でした。物価が高いので、
バイトもして毎日 12時頃に帰宅しそれから宿題をして
いました。交通費を節約するため、自転車で通学してい
ました。片道 40分かかりましたが、楽しかったです。
　一番苦労したのは、その後の職場でした。サービス業
なので、言葉の壁をとても高く感じました。文化の相違
から、先輩から「中国の癖を持ち込むな！」と言われた
こともありました。しかし、何が間違えているのか理解
できませんでした。職場の人数も少なく、早番から遅番
まで働かされていた時期もありました。心身ともにスト
レスを一番感じた時期でした。」
Cさん：
「日本介護研修を 3度経験しています。日本の介護施設
で一番困ったことはコミュニケーションでした。特に、
利用者さんとの意思疎通は大きな戸惑いを感じました。
廣橋：日本の介護業界で働く外国人労働者に関する意識調査
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また、私は大学の通訳授業として研修に参加しましたが、
通訳という役目もこなさなければいけませんでした。そ
のときに初めて自分の言語能力の足りなさを感じたので
す。1回目と 2回目は介護施設での研修だったので、専
門用語の学習で意思疎通はできたのですが、3回目は就
職先の会社が開催した介護研修プログラムでアシスタン
トとしての通訳業務でした。これは本当に難しかったで
す。多くが日本の制度や認知症など、専門的な内容が多
く困った記憶があります。」
Dさん：
「日本に来たばかりのころ、N1は持っていましたが、本
当に伝えたいことを表現できませんでした。授業は全部
録音し、自宅に戻ってからそれをノートにまとめ、翌日
先生への質問項目も作るという毎日でした。毎日 5時間
くらい復習していたと思います。学校の寮が高かったの
で、自分で住むところを探しました。
　日本の大学の先生が会話練習に学生を紹介してくれま
した。彼女は週 1回の約束でしたが、毎日のように声を
かけてくれてサークル活動にも誘ってくれて、本当に良
く付き合ってくれました。おかげで日本語が上達しまし
た。いまでは大切な友達です。」
Eさん：
「私は将来的に通訳の仕事がしたくて日本語の学習を目
的に留学を決めました。日本に来てから N1を取得した
のですが、一番困ったことは文章を書くことでした。特
に卒業論文は大変でした。それから、日本人の友達がで
きなかったことも困りました。中国の大学と留学先の大
学は提携を結んでいて、20名ほど日本へ留学ができた
のです。そのためか、授業もそれ以外の時間も中国人同
士で集まる傾向がありました。でも、居酒屋のバイトを
していたとき、たまたまママが中国人だったので生活面
ではたくさん面倒を見てくれました。」
3）この先、どのくらい日本に滞在する予定か
Aさん：
「来年の 6月までは今の会社で仕事を続ける予定です。
その後はまだ決めていませんが、台湾では 30歳から 35
歳までは一つの仕事を 2年くらい経験し転職する人が多
いです。自分の可能性を見つけるという意味でのチャレ
ンジだと思います。でも、やはり介護の第一線で働きた
いとずっと思っています。」
Bさん：
「今の介護の仕事は続けます。まず、「人のために」とい
う性格がこの仕事にあっていると思いました。それと、
将来的に中国でも必ず必要になると思うので、まだまだ
勉強したいです。少なくてもあと 3年くらいは滞在した
いですね。そして、将来は指導者を目指してがんばりま
す。」
Cさん：
「現在台湾で訪問介護士として働いているので、施設現
場での仕事がしたいと思っています。理由は、訪問だと
自宅から利用者さんの自宅の往復になり、職場の職員と
の連携がありません。もっと情報交換や自分の仕事につ
いての客観的な評価がもらえません。自己反省もできま
せん。また、日本で勉強したいと思っていたのですが、
家庭の事情や親の収入を考えると決断ができません。い
つか介護でマネージャーになるのが夢です。」
Dさん：
「私は将来的に日本に在住する予定です。婚約者も日本
に来る予定です。親も賛成してくれています。やはり日
本での生活のほうが安心で、子育てなど将来的なことを
考えると日本にいたいです。
　日本の介護を中国に広めたいですが、中国資本の施設
で働くことは考えていません。中国で仕事をするのであ
れば、日本資本の施設で日本の介護を提供するために働
くことは可能性がないとは言えません。」
Eさん：
「この仕事は続けたいです。将来自分で決められるのな
ら、ずっと日本にいたいです。ここの県が大好きです。
景色がとてもきれいで、私は都会が嫌いなんです。でも、
親が結婚できないと心配しているんです。結婚相手は中
国人がいいのですが、なかなかここにいるといないんで
す。今の仕事をやめて中国に戻る予定はありませんが、
今の仕事を生かせるなら中国に行ってもいいです。現在、
日本の会社が中国で施設を建てているので、自分の思う
介護が提供できるのなら、ぜひやってみたいですね。で
も問題は、どんなに介護の仕事をしても、私たちは経験
として認めてもらえないので、介護福祉士の資格が取れ
ないんです。それが一番の悩みです。」
佐久大学 信州短期大学部紀要，第 28巻，21-26（2017.3）
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Ⅲ．考察
1．きっかけについて
　Aから Eまで、すべてが母国の大学で教員に勧めら
れ て留学したこと、そして母国では日本語学科の学生で
あったことが特徴的であった。
　その後、日本国内や母国の大学教員の勧めが介護や福
祉・経営分野を勧めたことがその後の進路に大きな影響
を与えていることが分かる。
　また、介護関連に進路を決めた理由については、
　1）高齢者が好き
　2）誰かのために働きたい
　3）母国の介護環境に貢献したい
の三つが挙げられる。
2．日本で苦労した点について
　全員語学習得の難しさを語り始めた。第二言語習得で
は聞く、話す、読む、書く、訳すと 5つの力を求められ
る中で、一番苦労したのが「話す」能力である。日本語
検定試験 1級や 2級を取得していても、コミュニケーシ
ョン能力を習得するには環境と時間が必要であり、適切
な表現や適切な情報を伝えることの難しさを全員が留学
中に感じていた。
　言語能力以外では、日本の物価の高さとバイトの収入
のバランスを保つ苦労や、震災時の避難などがあげられ
ていた。
3．今後日本にどれほど滞在する予定があるか
　Aさんは現在母国にいるが、日本が外国人の介護福祉
士資格を認めたら日本で働きたいという。Cさんは、将
来的には日本で介護を一から学びたいと思っている。
　それ以外の 3名（B，D，E）に関しては、現在日本で
介護関連の仕事をしている。3人ともまだ母国に戻る予
定は無く、少なくても数年は日本に滞在し、日本の介護
をより深く理解し、運営方法などを習得してから母国で
将来役立てることを目標にしている。
　全員が日本にいることで日本の介護を学べると意見が
一致している。そのため、将来的に来る予定をしている
人もいれば、定住する予定もあれば、長期で滞在を計画
する人もいた。
Ⅳ．まとめ
　中国語を母語とする介護学習者は、はっきりとした目
的意識を持ち日本で学習をしていることが分かった。日
本の介護現場で働ける就労ビザが無くても、何らかの関
わりを持つことで個人の将来性を見出していることも確
認ができた。
　2017年 4月よりこのような資格取得外国人が介護就
労ビザの取得が可能になったことで、より多くの漢字圏
国家の学生が日本を訪れることになると予測されている。
日本語の学習と同時に専門の介護の勉強や、生活面での
学習など多くの学びの機会を提供できることを期待する。
　これらの留学生が将来的には母国での教員となり、リ
ーダーとなり高齢者社会を支えていくことを期待すると
同時に、日本側は日本が培ってきた専門知識や技術をど
のように諸外国へ伝え、どのように人材を受け入れ育て
るかを考えなければならないだろう。
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